ウイルス性疾患抗体価検査４種（麻疹、風疹、水痘、流行性耳下腺炎）・

各種ワクチン接種
（麻疹、風疹、水痘、流行性耳下腺炎・インフルエンザ・新型コロナウイルス）
報告書について
病院実習では、期間中に自らが細菌やウイルス等の感染を受けたり、実習中に自らが発症して重症化したり、自らが発症することで周りの人々に感染を広げてしまう等があります。病院には、感染症に対するハイリスク者が多く存在していることから、時に生命に関わる事態に陥ることも考えられます。そのため、白山石川医療企業団　公立つるぎ病院では、全ての実習生に対して、実習前に血液曝露によるHBV・HCV感染及びウイルス感染による麻疹・風疹・水痘・流行性耳下腺炎・インフルエンザ・新型コロナウイルスの流行を防止するため、次の①、②のいずれかを記入したもの及び③に関する報告書を提出していただきます。
① 麻疹・風疹・水痘・流行性耳下腺炎・に対するワクチンの接種(予防接種)を、それぞれについて２回ずつ受けた接種日
＊ワクチンについては、ＭＲワクチン(麻しん風しん混合ワクチン)などの混合ワクチンでも可
② 過去５年以内に麻疹・風疹・水痘・流行性耳下腺炎の抗体検査を受け、それらの発症を防ぐのに十分な血中抗体価を有していることを証明する値
＊なお，麻疹・風疹・水痘・流行性耳下腺炎の血中抗体価が不十分にもかかわらず、病気や
体質等やむを得ない事情によって予防接種を受けられない場合には、その旨を記載してくだ
さい。
③インフルエンザワクチン・新型コロナウイルスワクチンの接種を受けた接種日
ウイルス性疾患発症を防ぐのに十分な血中抗体価の測定方法と判定基準（日本環境感染学会より）
	区 分
	測定方法
	判定基準

	麻疹
	EIA法（IgG）

PA 法

NT 法
	16.0 以上

256 倍以上

8倍以上

	風疹
	HI 法

IgG-EIA 法
	32 倍以上

8.0以上

	水痘
	IAHA法

EIA法（IgG）
	8倍以上

陽性

	流行性耳下腺炎
	EIA法（IgG）
	陽性


公立つるぎ病院

ウイルス性疾患抗体価検査４種（麻疹、風疹、水痘、流行性耳下腺炎）・

各種ワクチン接種
（麻疹、風疹、水痘、流行性耳下腺炎・インフルエンザ・新型コロナウイルス）
報告書
学校名（　　　　　　　　　　）　　　実習者名（　　 　　　   　　　　　　）　　 　年齢（　　　　　　　　）
実習内容：　医学　・　看護　・　リハビリ　・　その他（　　　　　　　　）（あてはまる部分に○をしてください）
　実習期間（H   年　　　/　　　～　　　/　　　）
１．ウイルス抗体価等検査及びワクチン接種状況
	疾患名
	検査日
	抗体価
測定方法
	結果
	ワクチン接種日

	麻疹
	
	
	
	
	
	

	風疹
	
	
	
	
	
	

	水痘
	
	
	
	
	
	

	流行性耳下腺炎
	
	
	
	
	
	


	
	検査日
	検査方法
	結果
	ワクチン接種日

	HCV抗体
	
	
	
	
	
	

	HBs
抗原
	
	
	
	
	
	

	HBs

抗体
	
	
	
	
	
	


２．インフル運座・新型コロナウイルスワクチン接種状況
	
	接種日
	予防接種を受けられない理由

	インフルエンザ
	
	

	新型
コロナウイルス
	接種日
	1回目
	２回目
	３回目

	
	
	
	
	

	
	予防接種を受けられない理由
	


＊個人情報に関しては病院内での感染管理の対応時にのみ使用し、それ以外に使用することはありません。
公立つるぎ病院
